
富
西
谷
地
区
、
富
小
学
校
の
脇
の
道
を
北
上
す
る
と
、
清
涼

感
あ
ふ
れ
る
静
か
な
渓
谷
が
現
れ
ま
す
。
こ
の
渓
谷
が「
白
賀
渓

谷
」
で
、
こ
の
自
然
美
を
保
つ
た
め
地
元
の
有
志
に
よ
る
熱
心
な

保
護
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
白
賀
渓
谷
の
入
口
に
は
自
然
石
に「
白
鹿
発
祥
之
地
」
と

刻
ま
れ
た
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
白
鹿
発
祥
の
地
の
由
来

は
、
わ
が
国
の
六
国
史
の
一
つ
で
あ
る
平
安
時
代
の
歴
史
書『
日

本
文
徳
天
皇
実
録
』
に
あ
る「
斉
衡
三
年（
八
五
六
）、
美
作
国
か

ら
白
い
鹿
が
献
上
さ
れ
、
こ
れ
を
神
泉
苑（
平
安
京
内
に
あ
る
天

皇
の
庭
園
）
に
放
っ
た
」
と
い
う
記
録
に
よ
る
も
の
で
す
。

白
鹿
は
神
の
使
い
と
さ
れ
、
祥
瑞（
め
で
た
い
前
兆
）
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
祥
瑞
と

さ
れ
る
も
の
は
白
鹿
以

外
に
も
木
連
理（
二
本

の
木
が
く
っ
つ
い
て
一

本
に
な
っ
た
も
の
）
や

白
い
亀
、
白
い
鳥
獣
、

特
異
な
天
候
や
自
然
現

象
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
祥
瑞
は
天
皇
の
徳

が
広
く
行
き
渡
っ
て
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ

ら
を
発
見
し
た
ら
朝
廷

に
献
上
ま
た
は
報
告
さ

れ
、
発
見
者
や
発
見
さ

れ
た
地
域
に
褒
美
が
与

え
ら
れ
た
り
、
税
の
一

部
を
免
除
さ
れ
る
と
い

う
恩
恵
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

斉
衡
三
年
に
美
作
国
か
ら

白
鹿
が
献
上
さ
れ
た
時
は
美

作
国
の
百
姓
の
そ
の
年
の
徭
役

（
国
の
命
令
で
行
わ
れ
る
労
働
）

が
二
十
日
間
免
除
さ
れ
、
さ
ら
に
苫

田
郡
で
は
そ
の
年
の
調（
国
に
税
と
し
て
納
め
る
米
以
外
の
特
産

物
）
が
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
白
鹿
は
苫
田
郡
内
か
ら

見
つ
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
当
時
の
苫
田
郡

は
、
現
在
の
鏡
野
町
域
だ
け
で
は
な
く
、
旧
加
茂
町
・
旧
阿
波
村

と
、
現
在
の
津
山
市
の
中
心
部
を
含
む
吉
井
川
・
加
茂
川
以
北
あ

た
り
ま
で
広
が
り
、非
常
に
広
範
囲
な
の
で
す
が
、白
賀
地
域
は
、

元
禄
四
年（
一
六
九
一
）
編
纂
の『
作
陽
誌
』
で
も「
鹿
猿
多
し
」
と

い
わ
れ
る
山
深
い
所
で（『
作
陽
誌
』
で
は「
白
河
ヶ
山
」
と
記
載
）

あ
る
こ
と
と
、「
白
賀
」
の
地
名
が「
白
鹿
」
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
地
元
で
は
昔
か
ら
こ
の
白
賀
地
域
で
白
鹿
が
発
見
さ
れ
た

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
明
治
時
代
の
終
わ
り
頃
に
石
碑
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

苫
田
郡
か
ら
白
鹿
が
献
上
さ
れ
た
同
じ
年
に
は
常
陸
国（
今
の

茨
城
県
）
真
壁
郡
か
ら
木
連
理
も
献
上
さ
れ
、
美
作
国
と
同
じ
く

徭
役
・
調
の
免
除
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
慶
事

と
し
て
翌
年
の
元
号
を「
天
安
」
と
改
元
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
美
作
国
か
ら
は
天
平
三
年（
七
三
一
）
に
木
連
理
を

献
上
し
て
お
り（『
続
日
本
紀
』）、
延
暦
二
十
一
年（
八
〇
二
）・
二

十
二
年（
八
〇
三
）
に
白
鹿（『
日
本
紀
略
』・『
類
聚
国
史
』）、
弘

仁
五
年（
八
一
四
）
に
は
白
雀（『
日
本
紀
略
』）、
貞
観
四
年（
八
六

二
）
年
に
も
白
鹿（『
日
本
三
代
実
録
』）
が
献
上
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。参

考『
富
村
史
』・『
鏡
野
町
史
』
史
料
編

〒
708－0421 岡
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岡
山
県
近
代
和
風
建
築

総
合
調
査
の
ご
協
力
に
つ
い
て

岡
山
県
近
代
和
風
建
築

総
合
調
査
の
ご
協
力
に
つ
い
て

　

岡
山
県
で
は
、今
年
度
か
ら
三
ヶ
年
計
画
で「
近

代
和
風
建
築
総
合
調
査
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
県
内
に
存
在
す
る
近
代
（
明
治
〜
昭

和
二
〇
年
）に
建
築
さ
れ
た
和
風
建
造
物
を
対
象

と
し
た
調
査
で
、
今
年
度
は
第
一次
調
査
と
し
て
、

各
市
町
村
に
ど
の
よ
う
な
建
物
が
残
さ
れ
て
い
る

の
か
を
町
生
涯
学
習
課
で
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
自
宅
も
し
く
は
皆
さ
ん
が

ご
存
じ
の
該
当
の
建
物
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
生

涯
学
習
課
ま
た
は
最
寄
り
の
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

ま
た
、
調
査
の
た
め
生
涯
学
習
課
職
員
や
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
が
皆
様
の
お
宅
へ
お
伺
い

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

・
対
象
の
建
物

　

明
治
時
代
か
ら
昭
和
二
〇
年
ま
で
の
間
に
建
て

ら
れ
た
和
風
建
造
物
。
民
家
、
寺
社
、
公
共
建

築
物
、
倉
庫
、
店
舗
な
ど
。（
江
戸
時
代
の
建
物

は
対
象
外
で
す
）

・
調
査
の
方
法

　

第
一次
調
査
は
建
物
の
所
有
者
・
場
所
の
確
認
と
、

建
物
の
外
観
の
写
真
撮
影
の
み
で
す
。
た
だ
し
、

特
に
重
要
な
建
物
に
つ
い
て
は
来
年
度
以
降
に
専

門
の
調
査
員
に
よ
る
詳
し
い
調
査
を
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
そ
の
他

　

今
回
の
調
査
で
得
た
デ
ー
タ
は
、
町
教
育
委
員

会
と
県
教
育
委
員
会
で
保
管
し
、
そ
れ
以
外
の
外

部
へ
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

連
絡
先　

鏡
野
町
生
涯
学
習
課
（
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
館
内
）

　
　
　
　

℡（
0
8
6
8
）
5
4
│
7
7
3
3

担
当
：
日
下　

月
曜
日
は
休
館
日
に
な
り
ま
す
。

ま
た
は
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　

定
久
正
義　
　

池
田
昭
彦　
　

川
端
和
生

　

吉
川
元
春　
　

石
田
耕
造　
　

藤
木
精
二

　

森
江
勇
夫　
　

佐
古
庸
二　
　

築
山
弘
美

　

秋
成
知
道　
　

石
原
俊
次　
　

牧
野　

忠

し
ら   

か  

け
い

も
く 

れ
ん  

り

さ
い  

こ
うし

ん 

せ
ん 

え
ん

し
ょ
う
ず
い

よ
う
え
き

ち
ょ
う

て
ん
あ
んて

ん
ぴ
ょ
うえ

ん
り
ゃ
く

こ
う

じ
ょ
う
が
ん

こ
く

に
ん


